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特別養護老人ホームにおける介護の質の向上へ向けた介護記録の在り方
The method of nursing records to improve the quality of care in nursing homes
古市　孝義 *
Takayoshi FURUICHI
＜キーワード＞
介護記録，SOAP 記録，ケアプラン，介護サービスの「質」
＜要　　　約＞
　介護記録の変化から介護の質の向上を目指し，特別養護老人ホームのケアマネジャーと介
護職員を対象に，どのような記録がケアマネジャーに求められるか，介護職員はどのような
意識で介護記録を書いているかを明らかにするために調査を行った。
　ケアマネジャーは利用者の情報をどのように利用者家族に伝えたらよいか，利用者のニー
ズの把握をどのように行ったらよいかに関しての困難さを感じており，求めている介護職員
の記録は利用者のニーズがわかるような日常の様子や，発言が書かれた記録であった。介護
職員の記録は，ケアプランを参考にして記載している職員は少なく，介護記録をケアプラン
に活かすことが出来ていない現状であった。介護職員は「記録を書く時間がない。」「記録の
書き方を理解していない。」等の点で困難さを感じており，記録に関しての必要性を感じてい
る職員も少なかった。介護の質を向上させていくためにも，ケアプランに活かせるような介
護記録を書けるように努め，記録を書く理由を明確に介護職員が理解する必要があることが
示唆された。
* 大妻女子大学　人間関係学部　人間福祉学科
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１．研究の背景と目的
　介護保険制度が設立，施行されてから 15 年が
経過した。介護保険制度施行以前の介護サービス
の質に関する取り組みは 1970 年代から国民の生
活水準の向上に伴う社会福祉ニーズの変化に対応
して介護サービスの質に関しての議論が進められ
ていたが，73 年「福祉元年」直後の低経済成長時
代の到来により，サービスの「質」に関する取り
組みは取り残されてしまった。しかし，80 年代の
福祉の普遍化と有料化により，サービスの質の向
上が改めて見直されるようになった。ここから少
しずつ，民間事業者の福祉への参入などが受け入
れられるようになり，介護サービスの「質」と「量」
の両面からの議論が進められるようになってき
た（1）。しかし依然介護サービスの「量」の問題は
解決しておらず，介護保険制度創設時にはサービ
スを必要な利用者が，いつでもサービスを利用で
きるように施設の数，すなわち「量」の確保が第
一の課題として整備が進めることが求められ，具
体的な「質」に関する取り組みに関しては具体的
に議論されてこなかった。介護保険制度施行後介
護サービスの量の確保に取り組んできて，2000 年
介護保険制度創設時には施設数が約 7 万だったが，
2015 年には約 13 万にまで増加している（2）。その
後は横這いとなっており，「量の確保」に関して
は落ち着いた状況となり，依然十分とは言えない
までも施設数の確保が進み，2005 年の介護保険法
改正時点で，「予防重視型システムへの転換」「新
たなサービス体系の確立」「サービスの質の確保・
向上」「施設給付の見直し」「負担のあり方・制度
運営の見直し」などの改正項目が挙げられており，
初めての介護保険制度の改正で「量」から「質」
への方向転換が示されている。今後は介護サービ
スの質に関しての研究の蓄積が急がれることと考
えられる。そこで，専門職の行為の証明である介
護記録に関しての研究，記録をすることによる介
護職員の思考の変化に注目した研究に注目する。
　介護サービスの質とは，その質を評価する対象
者が，利用者，施設職員，家族，行政など立場が
変わればその評価基準や評価の視点は複数存在す
る。介護サービスの質そのものを定義する研究は
見当たらない。そこで今回の研究では，サービス
の質の対象を，利用者にとってのサービスの質と，
職員の質向上のための思考の変化に注目し，介護
記録から介護職員の介護行為の証明をすることで
介護内容を明らかにすることで，介護の質の評価
ができるのではないかと考える。そこで今回はま
ず，介護記録を現場職員はどのような意識で使用
しているのかに着目し，介護記録の在り方を明ら
かにしていく。日本総合研究所の提出した「介護
サービスの質の向上とホスピタリティに関する調
査研究事業」（3）では，今後特別養護老人ホームが
その質を高めていくための経営・運営面での方向
性として，経営品質の向上，多様な人材の交流と
同時に，常に学び蓄積し改善していくことが求め
られると述べられている。ここでは職員一人一人
の学びや知識を蓄積し共有していくプロセスが重
要だと述べられている。そこで介護記録の分析が
介護職員の知識や経験，専門性の分析につながる
ものと考えられる。まずは介護職員と施設ケアマ
ネジャーの介護記録に関しての意識を明らかに
し，介護記録の在り方を明確にするため，介護職
員の介護行為の証明である介護記録に着目し研究
を進めた。
２．研究方法
（１）対象施設，対象者概要
　対象施設は神奈川県横浜市にある老人福祉施設
A とした。老人福祉施設 A は入所者 100 床，ショー
トステイ 20 床の 120 床の施設である。
　今回調査を行ったのは，介護職員 21 名，施設
ケアマネジャー 4 名に行った。老人福祉施設 A を
対象として行った理由は，介護老人福祉施設でユ
ニットケアを実施しており，介護記録として
SOAP 方式の記録を活用していいたためである。
SOAP 記録を活用することによって介護職員のみ
ではなく，看護職員，リハビリ職員，相談員，ケ
アマネジャー，管理栄養士等，利用者に関わるす
べての職員が同じ記録を見ることによって情報の
共有化を図っている点で介護職員に情報の共有化
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という視点での記録の書き方の理解がなされてい
るのではないかと考えたためである。しかし，
SOAP 記録は医師，看護職が主に活用していた記
録形態であり，これまで 5W1H の方法や紙ベース
での記録に慣れてきている介護職員には馴染みが
なくうまく活用しきれていない点も考えられる
為，本研究では SOAP 記録の書き方にこだわらず
記録の活用という点，記録を活用することによっ
ての介護職員の思考の変化に沿って研究を進め
た。
（２）調査期間
　2016 年 4 月 1 日～ 2016 年 10 月 1 日
（３）調査方法
　調査はまず，ケアマネジャーが求めており，ケ
アプラン作成の際や家族との情報共有の際に必要
だと考えている介護記録とはどのようなものかを
明らかにするために介護記録を活用するケアマネ
ジャーに対して質問紙による調査を実施した。介
護職員に対しての調査は記録に関する自発的勉強
会を行ったことのあるユニットを 2 ユニット選択
し，介護記録に関しての意識，考え方，SOAP 記
録の理解度などに関しての質問項目を設け各ユ
ニットに質問紙を配布し分析を行った。
　調査内容
　ケアマネジャーに行った質問紙の質問内容は，
以下の通りである。
・介護計画作成の際，介護記録は参考にしている
か？
・利用者の課題を明確化するために困難を感じて
いることはあるか？
・カンファレンスの際介護記録は参考にしている
か？
・介護計画を作成する際や日々のケアマネジャー
業務の中でどのような介護記録を求めている
か？
とし，ケアマネジャーに求められている介護記録
を明らかにすることを目的とした。
　介護職員に対して行った質問紙の質問内容は，
以下の通りである。
・SOAP 記録の書き方は理解できているか？
・SOAP 方式における AP の活用は行えているか？
・記録を書く際，ケアプランを参考にしているか？
・カンファレンスの際介護記録は参考にしている
か？
・居室担当のケアプランを理解して介護に臨んで
いるか？
・介護記録の記入に困難さを感じているか？
・介護記録を書くにあたってどのような意識で書
いているか？
・介護記録に関する思いや，意見があったら記入
してください（自由記述）。
となっている。
３．倫理的配慮
　対象施設に対して研究の趣旨及び，内容，方法
に関して口頭及び書面にて説明を行い，施設で知
り得た情報は論文掲載時個人名のわからないよう
にして記載することを説明し同意を得て実施し
た。
４．結果
　ケアマネジャーがケアプランを作成する際に困
難を感じている内容に関しては，利用者のニーズ
を読み取ることに強く困難を感じていること，施
設と家族の間で施設での利用者の様子をどのよう
に伝えていくことが良いのかという情報を伝える
立場としての情報伝達の方法や内容に関しての悩
みや困難さを感じている事が明らかになった。こ
こから，利用者のニーズを読み取るためには介護
記録の重要性が示唆された。
　今回調査を行ったケアマネジャーの全てがケア
プラン作成の際，カンファレンスの際に介護記録
を参考にしている。
【利用者の課題を明確化する上で困難に感じてい
ること】
・認知症利用者は意思疎通が難しく，ニーズが分
かりにくい。
・職員によって記録の差がある。
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・利用者の施設での生活の伝え方に難しさを感じ
る。
　ケアマネジャーは利用者のニーズ把握のために
は介護職員の記載する介護記録が重要な役割を果
たしている。そのため，介護職員の書く記録によっ
て情報量が異なってしまっては記録を活用するこ
とが出来ず，家族に対してどのような情報を伝え
たらよいのか難しさを感じている。
【ケアプランを作成する際や日々のケアマネ
ジャー業務の中でどのような介護記録を求めます
か？】
・利用者のニーズをより良く把握するために利用
者の発した言葉があると良い。
・ショートステイの場合は退所時に詳細な情報が
必要なため，記録の中での詳細な情報があると
伝えやすい。
・利用者の言葉，日々の体調の変化やその考察。
・普段の生活を知るために日々の記録は重要であ
る。
　ここからわかるようにケアプラン作成に際して
介護職に求める介護記録の書き方は，〈利用者の
生活がわかる情報〉〈利用者の発言する言葉〉が
求められている。介護記録に記載される内容は
日々の利用者の様子はもちろん，利用者の言葉や
態度，様子など，より利用者の様子が詳細に記載
された記録が必要だということが示唆された。
 
　介護職員に取ったアンケート，20 名に配布し，
9 名の回収のみという結果となった。回収率の低
さから，勉強会を実施したユニットとはいえ，介
護記録に関しての意識の分析は難しい結果となっ
た。回収できた回答からわかる介護職員の平均経
験年数は 9.1 年で最長の介護職歴で 15 年，最短で
2 年である。介護福祉士の有資格率は 8 割でほと
んどの職員が介護福祉士の資格を有していた。介
護福祉士以外の有資格は社会福祉士，介護支援専
門員，レクリエーションインストラクター，社会
福祉主事である。介護支援専門員や社会福祉士等
表１　施設ケアマネジャーが求める介護記録のあり方
Q1.
ケアプラン作成の際、介護記録
は参考にしていますか？
Q2.
利用者の課題を明確化する上で
困難を感じていることはありま
すか？
Q3.
カンファレンスの際、介護記録
は参考にしていますか？
Q4.
ケアプランを作成する際や、日々
のケアマネジャー業務の中でどの
ような介護記録を求めますか？
はい
認知症の方、意思疎通が難しい、
ニーズの読み取りが困難、Faが
利用者本人の状態の変化機能低
下を受け入れられない。
はい
日常のケアの中で、利用者の発
した言葉があるとニーズの選択
肢が増えると思う
はい
「気づき」と「記録方法」につ
いて職員によって差がかなりあ
る。 はい
①利用者のニーズを読み取れる
ような日常生活の中での何気な
い会話。②利用者の現病歴、既
往歴より留意したほうが良い体
調の変化、考察。
はい
ショートステイの場合は特には
感じることはない。利用者、ご
家族の希望や要望をお聞きし、
プランを作成している。 はい
ショートステイの場合は退所時
に家族に伝えなくてはならない
ので、話されたこと、困ってい
たこと、楽しかったことなど何
でもいいので細かく記録に残し
てもらえると嬉しいです。とて
も家族に伝えやすくなるので。
はい
ご家族が思っている（知ってい
る）本人の性格と、施設で生活
している（他利用者様とのトラ
ブル）姿にギャップがあるとき、
ご家族様への伝え方を考えてし
まいます。また、ご家族様の立
場から考えると施設の対応が他
者とのトラブルを招くような性
格にしてしまっているのか…。
はい
普段、関わっていないので、記
録を見て職員と利用者さんの対
応を見ています。施設ケアマネ
なので、すぐ利用者様の所へ行
き状態を見ることはできるが、
普段の生活を見るうえで、記録
は重要です。
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相談業務にあたる為の資格を有している職員も多
数在籍しており，記録に関しての重要性を理解し
ている職員も多いと考える。
　SOAP 記録の理解度に関しては，9 名中 7 名が
理解しているが，SOAP 記録のアセスメント，プ
ランを記入する AP 部分の活用ができている職員
は「できている」と回答した職員は 0 名で，「場
合によってできている」とした職員が 4 名であっ
た。記録を書く際または介護を行う際ケアプラン
を理解しているか？の問いに関しては，参考に「し
ていない」職員が 3 名で「場合によってしている」
「している」職員が 6 名と記録を書く際はケアプ
ランを参考にしている職員が多かった。カンファ
レンスの際のケアプランの参考度は全員の職員が
参考に「している」「利用者によってしている」
としており，現場での介護業務にケアプランの十
分な活用はできているとは言い難いが，カンファ
レンスに出席する際にはケアプランの理解をして
おかなければ利用者について語ることが出来ない
という事である。本来求められているケアプラン
の活用方法としては，介護を行う際にはケアプラ
ンをもとにした介護を実施し，そのケアプランに
対しての介護の結果を記録に残すことでより良い
介護を提供できるような新たなケアプランの作成
に活かすという流れが重要である。ケアプランは
介護保険制度に基づくサービスに必須であり，利
用者に対して質の高い系統的なケアの実施につな
がる。その為，介護職として現場で利用者の介護
を行う際はしっかりとしたケアプランの理解が求
められる。
　介護記録を書く際の困難さを自由記述によって
求めると，「時間がない」「SOAP の書き方を理解
できていない。」「時間に追われている。」「AP ま
で至っていない。」等，介護の業務以外の業務に
追われて，記録を書く時間がなく利用者の状況を
しっかりと伝えられていない現状がわかる。介護
業務を行っていく中で利用者の状況を把握してお
かなければならないが，その把握がその場限りと
なってしまい，対応した職員以外の職員が情報を
把握することが難しくなってしまう。その為，記
録の本来の目的である情報の共有をしっかりと図
る為にも記録を書くタイミング，記録に残すべき
内容とをしっかりと選別しながら業務にあたるこ
とが求められる。
　記録に関しての意見を求めたところ，「統一性
がなく，職員から職員への伝達事項になってし
まっている。」や「口頭で伝え合った内容が記録
に記載されておらず，あとから確認ができない状
況。」「記録に記載しても他職種に伝わっていない
こともあるので，口頭と記録の記載をしっかりと
行うようにしなければならない。」「SOAP 方式の
記録の理解が職員間でバラバラなので，認識を深
める必要がある。」と SOAP 記録自体の理解度の
問題も考えられるが，職員間，他職種での記録に
対しての意識の違いから，職員同士で記録を活用
した情報伝達がうまく行われていない現状であっ
た。
５．考察
　介護記録とは，「「記録」は事実に基づく資料で
あり，文字に残すことによってその人本人だけで
はなく，大勢の人にその内容を伝えることが出来
ます。「記録」は職員間で共有される情報であり，
組織にとっては情報財産ともいえます。」（4）「介護
記録は，施設に文書化して残す「サービス提供の
記録」の一つです。誰が，どのようなケアサービ
スをいつ実施したのかといった記録は，介護のケ
ア責任を立証するためにも重要なものです。」（5）
「これらの記録はもちろん，書くこと自体が目的
なのではなく，書かれた内容を他者に伝え，ある
いはデータを蓄積・分析し，それを活用してより
良いケアいつなげることが目的となります。」（6）
とされている。記録の目的とは，書くことそれ自
体に目的があるのではなく，情報共有のための
ツールや，それぞれの専門職の専門性を活かすた
めの資料として活かされなければならないと考え
られる。上記で述べたように介護記録の目的は，
①介護にかかわる職員でサービスに関する情報共
有を行う。②介護行為の証明・法的根拠となるも
の。③ケアプランに反映させ，利用者により良い
サービスを提供するためのもの。④利用者・家族
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表
２
　
介
護
職
員
の
記
録
に
対
す
る
考
え
方
介
護
職
と
し
て
の
経
験
年
数
介
護
福
祉
士
の
有
無
介
護
福
祉
士
以
外
の
資
格
Q
1.
介
護
記
録
に
採
用
さ
れ
て
い
る
S
O
A
P
方
式
の
書
き
方
は
理
解
し
て
い
ま
す
か
？
Q
2.
S
O
A
P
方
式
に
お
け
る
A
P
の
部
分
は
活
用
で
き
て
い
ま
す
か
？
Q
3.
記
録
を
書
く
際
ま
た
は
、
介
護
を
行
う
際
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
か
？
Q
4.
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
際
介
護
記
録
は
参
考
に
し
て
い
ま
す
か
？
Q
5.
居
室
担
当
の
利
用
者
様
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
十
分
に
理
解
し
て
日
々
の
介
護
を
提
供
し
て
い
ま
す
か
？
Q
6.
介
護
記
録
の
記
入
に
困
難
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
か
？
Q
6.
困
難
さ
（
自
由
記
述
）
Q
7.
介
護
記
録
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
日
々
の
業
務
の
中
で
ど
の
よ
う
な
思
い
で
書
い
て
い
ま
す
か
？
（
複
数
回
答
・
自
由
記
述
）
Q
7.
自
由
記
述
Q
8.
そ
の
他
介
護
記
録
に
関
す
る
思
い
や
、
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
8
有
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
，
社
会
福
祉
主
事
任
用
資
格
は
い
場
合
に
よ
っ
て
で
き
て
い
る
時
々
し
て
い
る
し
て
い
る
少
し
理
解
で
き
て
い
る
は
い
時
間
に
余
裕
が
な
い
介
護
提
供
の
証
拠
・
介
護
職
の
身
を
守
る
も
の
・
介
護
実
践
の
評
価
の
た
め
・
他
ス
タ
ッ
フ
他
職
種
と
の
情
報
共
有
の
た
め
統
一
性
が
な
い
為
、
時
々
「
〜
し
て
く
だ
さ
い
。」
等
、
職
員
か
ら
職
員
へ
の
メ
モ
の
よ
う
な
（
伝
達
事
項
）
文
章
が
あ
り
、
記
録
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
思
い
時
が
あ
り
ま
す
。
2
無
社
会
福
祉
士
は
い
で
き
て
い
な
い
時
々
し
て
い
る
し
て
い
る
少
し
理
解
で
き
て
い
る
い
い
え
介
護
提
供
の
証
拠
・
他
ス
タ
ッ
フ
他
職
種
と
の
情
報
共
有
の
た
め
7
有
無
し
は
い
場
合
に
よ
っ
て
で
き
て
い
る
し
て
い
る
し
て
い
る
理
解
で
き
て
い
る
は
い
業
務
が
忙
し
い
時
、
人
員
不
足
で
記
録
が
で
き
な
い
為
、
休
憩
時
間
を
利
用
し
て
入
力
し
て
い
る
。
介
護
提
供
の
証
拠
・
業
務
の
中
の
１
つ
で
書
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
・
他
ス
タ
ッ
フ
他
職
種
と
の
情
報
共
有
の
た
め
イ
ン
シ
デ
ン
ト
・
ア
ク
シ
デ
ン
ト
等
が
あ
っ
た
時
の
証
拠
に
な
り
ご
家
族
の
方
に
も
説
明
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
他
ス
タ
ッ
フ
と
の
情
報
共
有
が
で
き
る
為
。
15
有
無
し
は
い
場
合
に
よ
っ
て
で
き
て
い
な
い
時
々
し
て
い
な
い
利
用
者
に
よ
っ
て
し
て
い
る
少
し
理
解
で
き
て
い
る
は
い
A
P
ま
で
の
記
録
に
至
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
努
力
し
ま
す
.
介
護
提
供
の
証
拠
・
介
護
職
の
身
を
守
る
も
の
・
業
務
の
中
の
１
つ
で
書
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
・
他
ス
タ
ッ
フ
他
職
種
と
の
情
報
共
有
の
た
め
介
護
記
録
を
書
く
こ
と
よ
り
、
業
務
に
追
わ
れ
て
い
る
日
々
に
残
念
。
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
思
い
つ
つ
、
記
録
を
書
く
よ
う
に
し
て
い
る
。
10
有
介
護
支
援
専
門
員
は
い
場
合
に
よ
っ
て
で
き
て
い
る
時
々
し
て
い
る
し
て
い
る
少
し
理
解
で
き
て
い
る
は
い
言
葉
の
選
び
方
、
伝
え
方
、
時
間
の
な
い
中
充
分
な
記
録
内
容
を
入
力
で
き
な
い
場
合
は
勤
務
時
間
外
の
時
間
を
使
い
入
力
し
て
い
る
。
介
護
提
供
の
証
拠
・
介
護
職
の
身
を
守
る
も
の
・
介
護
実
践
の
評
価
の
た
め
・
他
ス
タ
ッ
フ
他
職
種
と
の
情
報
共
有
の
た
め
ご
利
用
者
の
状
態
の
変
化
・
サ
ー
ビ
ス
変
更
後
の
経
過
、
そ
の
後
の
検
討
材
料
に
は
不
可
欠
な
業
務
と
考
え
て
い
る
。
職
員
間
の
情
報
の
共
有
に
は
、
S
O
A
P
記
録
は
有
効
な
手
段
だ
と
思
う
が
、
充
分
活
用
で
き
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
。
活
用
方
法
の
認
識
率
が
低
い
の
が
原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
10
有
無
し
は
い
で
き
て
い
な
い
し
て
い
な
い
し
て
い
る
あ
ま
り
理
解
し
て
い
な
い
い
い
え
業
務
の
中
の
１
つ
で
書
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
・
他
ス
タ
ッ
フ
他
職
種
と
の
情
報
共
有
の
た
め
7
有
無
し
は
い
で
き
て
い
な
い
し
て
い
な
い
し
て
い
る
少
し
理
解
で
き
て
い
る
は
い
特
変
な
い
時
は
、
同
じ
よ
う
な
記
録
内
容
に
な
っ
て
し
ま
う
.入
力
す
る
時
間
が
な
い
.S
O
A
P
記
録
を
使
い
こ
な
せ
て
い
な
い
.
業
務
の
中
の
１
つ
で
書
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
・
他
ス
タ
ッ
フ
他
職
種
と
の
情
報
共
有
の
た
め
介
護
記
録
・
M
転
記
す
る
も
、
他
職
種
に
情
報
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
口
頭
で
の
伝
達
も
重
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
15
有
無
し
い
い
え
で
き
て
い
な
い
時
々
し
て
い
る
し
て
い
る
理
解
で
き
て
い
る
は
い
文
章
だ
と
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
内
容
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
書
け
ず
、
そ
の
時
の
時
間
が
伝
え
ら
れ
な
い
時
が
あ
る
。
介
護
提
供
の
証
拠
・
介
護
職
の
身
を
守
る
も
の
・
業
務
の
中
の
１
つ
で
書
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
・
他
ス
タ
ッ
フ
他
職
種
と
の
情
報
共
有
の
た
め
8
有
無
し
い
い
え
で
き
て
い
な
い
し
て
い
な
い
し
て
い
る
理
解
し
て
い
な
い
は
い
時
間
に
追
わ
れ
て
い
る
の
で
、
全
て
O
で
ま
と
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
→
S
O
A
P
の
書
き
方
に
慣
れ
て
い
な
い
の
で
（
慣
れ
て
い
な
い
＝
記
入
に
時
間
が
か
か
る
）
介
護
提
供
の
証
拠
・
介
護
職
の
身
を
守
る
も
の
・
他
ス
タ
ッ
フ
他
職
種
と
の
情
報
共
有
の
た
め
“お
や
つ
を
提
供
す
る
”等
の
決
ま
っ
た
こ
と
は
書
か
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
な
る
べ
く
そ
の
人
の
行
っ
た
こ
と
や
、
発
言
、
日
々
ど
ん
な
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
か
等
そ
の
人
ら
し
さ
の
わ
か
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
書
く
よ
う
（
書
け
る
よ
う
）
努
力
し
て
い
る
。
利
用
者
の
情
報
（
○
○
さ
ん
腰
が
痛
い
っ
て
言
っ
て
い
た
…
等
）
を
口
頭
で
教
え
て
く
れ
る
C
W
が
い
る
が
、
あ
と
か
ら
記
録
を
見
直
す
と
、
記
録
に
書
い
て
い
な
い
…
と
い
う
事
が
多
い
の
で
、
口
頭
の
申
し
送
り
＋
記
録
記
入
と
い
う
習
慣
作
り
を
し
た
い
。
55古市　孝義：特別養護老人ホームにおける介護の質の向上へ向けた介護記録の在り方
とのコミュニケーションを深めるためのもの。信
頼関係の構築に役立てる。⑤記録した内容に則り，
介護行為の検証，職員の意識と介護の専門性を高
める。⑥サービス実践内容の報告を行う。社会に
向けた情報発信のために必要なもの。⑦サービス
の質の維持・向上のために役立てる。ためのもの
とされている。山本（7）が述べているように記録
は書くためのものではなく，活用してケアに反映
させる事で価値あるものになる。上記の他にも介
護記録の有用性は様々考えられるが，介護職，チー
ムケアにとって記録は，その場その場のケアの場
面で起こった内容を記載し，更にそれらを活用し，
よりよいサービスにつなげることが目的であると
言える。そこから，記録の書き方を理解し，意識
して行うことによってサービスの質は向上してい
くのではないかと考えられる。横山（8）の調査に
よると，訪問介護職員の場合は記録を連携の為に
重要なものだという意識が強く感じられている
が，これは，利用者宅に行くと，一人で対応しな
ければいけない為にそれまでの利用者の様子を把
握するためにとても重要なものであるということ
が理解できる。しかし，特別養護老人ホームの介
護職員の場合は，昨日勤務していた介護職員が今
日も勤務しているという状況も考えられ，記録に
頼る必要が少なくなっているのではないだろう
か。
　SOAP 記録とは，利用者の状況を S（主観的デー
タ）O（他覚的所見）A（評価または考察）P（計画）
に分けて記載する記録方法であり，利用者の問題
を中心に考えてその解決を中心に診療または介護
を進めていくための記録方法である。介護職員に
とってはこの，A，P の部分の記載が困難だと思
われており，また，一点一点を介護職としての意
見や思考を交えながら記載していかなければなら
ないので困難だと考えられている（9）。
　介護サービスの「質」とは，永田（2001）が介
護サービスの質とは一般的には施設の構造や，そ
の施設の職員配置等の外形的基準も含まれるが，
「しかし，利用者が重点を置く介護サービスの質
は，施設の構造などの外形的なものよりも，実際
に受ける直接的な介護，すなわち介護サービスの
提供過程である。」（10）と定義している。今回はこ
の介護サービスの質とは，介護サービスの提供過
程に求められるということを前提として進めてい
きたい。
　「特別養護老人ホームの設備及び運営に関する
基準」の第二章基本方針並びに人員・設備及び運
営に関する基準の第九条特別養護老人ホームは設
備，職員及び会計に関する諸記録を整備しておか
なければならないという規定が定められている。
さらに，第九条では具体的にどの部分に対しての
記録を求められているかに関しての記載では，一
　入所者の処遇に関する計画，二　行った具体的
な処遇の内容等の記録，三　第十五条第五項に規
定する身体拘束の様態及び時間その際の入所者の
心身の状況並びに緊急やむを得ない理由の記録，
四　第二十九条第二項に規定する苦情の内容等の
記録と記録を要する具体的内容に関しての記述が
なされている。さらに，第二十九条では苦情に関
しての記載がなされており，苦情を受け付けた場
合は苦情の内容等を記録しなければならないとあ
り，行った処遇に関して市町村から指導や助言が
あった場合は指導，助言に従って必要な改善を行
わなければならないとある（11）。このように記録
に関しての記載から介護施設にとって求められる
ことが質へと変化していることがわかる。しかし，
実際に施設で働く職員にとって記録の役割は質の
向上にやくに立っているのか，また，自分たちの
介護行為を見直すきっかけになっているのかを明
らかにしなければ利用者が望む介護の質の向上は
望めないのではないかと考えられる。
　ケアマネジャーに行った質問紙調査で分かった
ことは，介護記録を参考にケアプランを立ててお
り，ケアマネジャーとして介護記録を利用者の施
設での日常の様子を家族へ伝えるための手段とし
て活用しているという事である。これは，介護記
録の目的の 1 つとして考えられている，「利用者・
家族とのコミュニケーション手段」としての手段
として活用されているという事がわかる。介護職
には他職種との連携の為にという記載はあるが，
家族とのコミュニケーション手段として考えてい
る職員はいなかった。これは，施設に来設した家介
護
職
と
し
て
の
経
験
年
数
介
護
福
祉
士
の
有
無
介
護
福
祉
士
以
外
の
資
格
Q
1.
介
護
記
録
に
採
用
さ
れ
て
い
る
S
O
A
P
方
式
の
書
き
方
は
理
解
し
て
い
ま
す
か
？
Q
2.
S
O
A
P
方
式
に
お
け
る
A
P
の
部
分
は
活
用
で
き
て
い
ま
す
か
？
Q
3.
記
録
を
書
く
際
ま
た
は
、
介
護
を
行
う
際
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
か
？
Q
4.
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
際
介
護
記
録
は
参
考
に
し
て
い
ま
す
か
？
Q
5.
居
室
担
当
の
利
用
者
様
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
十
分
に
理
解
し
て
日
々
の
介
護
を
提
供
し
て
い
ま
す
か
？
Q
6.
介
護
記
録
の
記
入
に
困
難
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
か
？
Q
6.
困
難
さ
（
自
由
記
述
）
Q
7.
介
護
記
録
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
日
々
の
業
務
の
中
で
ど
の
よ
う
な
思
い
で
書
い
て
い
ま
す
か
？
（
複
数
回
答
・
自
由
記
述
）
Q
7.
自
由
記
述
Q
8.
そ
の
他
介
護
記
録
に
関
す
る
思
い
や
、
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
8
有
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
，
社
会
福
祉
主
事
任
用
資
格
は
い
場
合
に
よ
っ
て
で
き
て
い
る
時
々
し
て
い
る
し
て
い
る
少
し
理
解
で
き
て
い
る
は
い
時
間
に
余
裕
が
な
い
介
護
提
供
の
証
拠
・
介
護
職
の
身
を
守
る
も
の
・
介
護
実
践
の
評
価
の
た
め
・
他
ス
タ
ッ
フ
他
職
種
と
の
情
報
共
有
の
た
め
統
一
性
が
な
い
為
、
時
々
「
〜
し
て
く
だ
さ
い
。」
等
、
職
員
か
ら
職
員
へ
の
メ
モ
の
よ
う
な
（
伝
達
事
項
）
文
章
が
あ
り
、
記
録
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
思
い
時
が
あ
り
ま
す
。
2
無
社
会
福
祉
士
は
い
で
き
て
い
な
い
時
々
し
て
い
る
し
て
い
る
少
し
理
解
で
き
て
い
る
い
い
え
介
護
提
供
の
証
拠
・
他
ス
タ
ッ
フ
他
職
種
と
の
情
報
共
有
の
た
め
7
有
無
し
は
い
場
合
に
よ
っ
て
で
き
て
い
る
し
て
い
る
し
て
い
る
理
解
で
き
て
い
る
は
い
業
務
が
忙
し
い
時
、
人
員
不
足
で
記
録
が
で
き
な
い
為
、
休
憩
時
間
を
利
用
し
て
入
力
し
て
い
る
。
介
護
提
供
の
証
拠
・
業
務
の
中
の
１
つ
で
書
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
・
他
ス
タ
ッ
フ
他
職
種
と
の
情
報
共
有
の
た
め
イ
ン
シ
デ
ン
ト
・
ア
ク
シ
デ
ン
ト
等
が
あ
っ
た
時
の
証
拠
に
な
り
ご
家
族
の
方
に
も
説
明
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
他
ス
タ
ッ
フ
と
の
情
報
共
有
が
で
き
る
為
。
15
有
無
し
は
い
場
合
に
よ
っ
て
で
き
て
い
な
い
時
々
し
て
い
な
い
利
用
者
に
よ
っ
て
し
て
い
る
少
し
理
解
で
き
て
い
る
は
い
A
P
ま
で
の
記
録
に
至
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
努
力
し
ま
す
.
介
護
提
供
の
証
拠
・
介
護
職
の
身
を
守
る
も
の
・
業
務
の
中
の
１
つ
で
書
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
・
他
ス
タ
ッ
フ
他
職
種
と
の
情
報
共
有
の
た
め
介
護
記
録
を
書
く
こ
と
よ
り
、
業
務
に
追
わ
れ
て
い
る
日
々
に
残
念
。
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
思
い
つ
つ
、
記
録
を
書
く
よ
う
に
し
て
い
る
。
10
有
介
護
支
援
専
門
員
は
い
場
合
に
よ
っ
て
で
き
て
い
る
時
々
し
て
い
る
し
て
い
る
少
し
理
解
で
き
て
い
る
は
い
言
葉
の
選
び
方
、
伝
え
方
、
時
間
の
な
い
中
充
分
な
記
録
内
容
を
入
力
で
き
な
い
場
合
は
勤
務
時
間
外
の
時
間
を
使
い
入
力
し
て
い
る
。
介
護
提
供
の
証
拠
・
介
護
職
の
身
を
守
る
も
の
・
介
護
実
践
の
評
価
の
た
め
・
他
ス
タ
ッ
フ
他
職
種
と
の
情
報
共
有
の
た
め
ご
利
用
者
の
状
態
の
変
化
・
サ
ー
ビ
ス
変
更
後
の
経
過
、
そ
の
後
の
検
討
材
料
に
は
不
可
欠
な
業
務
と
考
え
て
い
る
。
職
員
間
の
情
報
の
共
有
に
は
、
S
O
A
P
記
録
は
有
効
な
手
段
だ
と
思
う
が
、
充
分
活
用
で
き
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
。
活
用
方
法
の
認
識
率
が
低
い
の
が
原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
10
有
無
し
は
い
で
き
て
い
な
い
し
て
い
な
い
し
て
い
る
あ
ま
り
理
解
し
て
い
な
い
い
い
え
業
務
の
中
の
１
つ
で
書
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
・
他
ス
タ
ッ
フ
他
職
種
と
の
情
報
共
有
の
た
め
7
有
無
し
は
い
で
き
て
い
な
い
し
て
い
な
い
し
て
い
る
少
し
理
解
で
き
て
い
る
は
い
特
変
な
い
時
は
、
同
じ
よ
う
な
記
録
内
容
に
な
っ
て
し
ま
う
.入
力
す
る
時
間
が
な
い
.S
O
A
P
記
録
を
使
い
こ
な
せ
て
い
な
い
.
業
務
の
中
の
１
つ
で
書
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
・
他
ス
タ
ッ
フ
他
職
種
と
の
情
報
共
有
の
た
め
介
護
記
録
・
M
転
記
す
る
も
、
他
職
種
に
情
報
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
口
頭
で
の
伝
達
も
重
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
15
有
無
し
い
い
え
で
き
て
い
な
い
時
々
し
て
い
る
し
て
い
る
理
解
で
き
て
い
る
は
い
文
章
だ
と
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
内
容
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
書
け
ず
、
そ
の
時
の
時
間
が
伝
え
ら
れ
な
い
時
が
あ
る
。
介
護
提
供
の
証
拠
・
介
護
職
の
身
を
守
る
も
の
・
業
務
の
中
の
１
つ
で
書
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
・
他
ス
タ
ッ
フ
他
職
種
と
の
情
報
共
有
の
た
め
8
有
無
し
い
い
え
で
き
て
い
な
い
し
て
い
な
い
し
て
い
る
理
解
し
て
い
な
い
は
い
時
間
に
追
わ
れ
て
い
る
の
で
、
全
て
O
で
ま
と
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
→
S
O
A
P
の
書
き
方
に
慣
れ
て
い
な
い
の
で
（
慣
れ
て
い
な
い
＝
記
入
に
時
間
が
か
か
る
）
介
護
提
供
の
証
拠
・
介
護
職
の
身
を
守
る
も
の
・
他
ス
タ
ッ
フ
他
職
種
と
の
情
報
共
有
の
た
め
“お
や
つ
を
提
供
す
る
”等
の
決
ま
っ
た
こ
と
は
書
か
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
な
る
べ
く
そ
の
人
の
行
っ
た
こ
と
や
、
発
言
、
日
々
ど
ん
な
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
か
等
そ
の
人
ら
し
さ
の
わ
か
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
書
く
よ
う
（
書
け
る
よ
う
）
努
力
し
て
い
る
。
利
用
者
の
情
報
（
○
○
さ
ん
腰
が
痛
い
っ
て
言
っ
て
い
た
…
等
）
を
口
頭
で
教
え
て
く
れ
る
C
W
が
い
る
が
、
あ
と
か
ら
記
録
を
見
直
す
と
、
記
録
に
書
い
て
い
な
い
…
と
い
う
事
が
多
い
の
で
、
口
頭
の
申
し
送
り
＋
記
録
記
入
と
い
う
習
慣
作
り
を
し
た
い
。
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族は施設職員に話を聞くよりも直接的にやり取り
をしているケアマネジャーから情報を得たいとい
う意識があるのではないかと考えられる。また，
ケアマネジャーが求める介護記録の内容では，利
用者の発言のある内容や，施設での生活のわかる
内容が求められており，利用者のニーズが詳細に
わかるような内容の記録が求められていることが
分かった。今回調査を行ったケアマネジャーは施
設で働く職員なので，何か異常があった場合や詳
しく話を聞きたい時などはすぐに利用者や職員の
もとに行き話を聞くことができるが，普段から常
に利用者や職員と関わり，利用者の日常生活を理
解しているわけではない。その為，普段の生活を
理解し，ニーズを把握するためには記録は重要な
役割を担っている。これも介護記録の目的の 1 つ
である，「ケアプランに反映させ，利用者により
良いサービスを提供するためのもの」という役割
から，記録の重要な活用方法である事がわかる。
　では，実際に現場で記録を記載している介護職
員は，記録に対してどのような意識をもっておこ
なっているのか。まず，ケアマネジャーが介護記
録を参考にして作成したケアプランを意識して記
録を書いたり，介護を行ったりしているかの問い
に対して，「している」と答えた職員は 1 名で「時々
している」という職員が 5 名であった。これは，
利用者によって日々の変化が大きな利用者に対し
てはケアプランを意識して業務にあたっている
が，寝たきりや，普段の訴えの少ない利用者に対
しては意識をせず，食事，入浴，排泄介助等の日
常的に大きな変化のない介護のみの提供をしてい
ると考えられる。しかし，カンファレンスの際に
は 8 名の職員がケアプランを確認し，意識して行っ
ているという事が明らかになり，記録や日々の介
護の中では意識しないが，カンファレンスの際利
用者のことを立ち止まって考えるときにはその利
用者はどのような生活を求めていたのかを確認す
る程度にとどまっているのではないかと考えられ
る。ケアプランや介護記録の活用目的である，利
用者の生活の質の向上のためには普段の介護から
ケアプランや，介護記録を参考に利用者と関わる
ことで自分たちの介護を振り返る事ができ，その
ケアプランや自分たちの介護を見直すきっかけを
作る必要があると考えられる（12）。今回の調査対
象となった施設の記録方式はパソコン記入でケア
プランに関しての資料は，スタッフステーション
まで見に行かなければならない。介護業務を中断
して，ケアプランの確認にスタッフステーション
まで行くということは，現場職員にとって容易な
ことではない。そのため，ケアプランの確認をせ
ずに業務に向かう介護職員がほとんどで，気に
なったときに確認をする程度になっているという
現状が考えられる。そこで介護職員のケアプラン
の認識に関しては，パソコンの画面の利用者個人
の情報を移す画面にケアプランの表示を行うこと
で毎日その利用者の情報を入力しようとする際に
ケアプランの確認が行え，それに沿った記録，介
護の提供ができるのではないかということを提案
する。また，基本的な視点として出勤時にスタッ
フステーションで当日担当するユニットの利用者
のケアプランを確認してからユニットに向かうこ
とが重要だと考えられる。介護職員にとってのケ
アプラン，介護計画の作成，意義に関しての意識
を高めることが，利用者の質の向上に求められる
のではないだろうか。
　また，介護記録に関する困難さに関しての問い
では，多くの職員が困難さを感じていた。その原
因に挙げられていたのは記録に費やす時間が取れ
ず，調査対象施設で取り入れられていた SOAP 記
録が十分に行えていない状況にあるとのことだっ
た。また，SOAP 記録に関しての理解不足から考
えられる，書き方がわからないために，考えるこ
とに時間がかかり，結局はいつもと同じような
SO だけで済ませてしまうという意見も多く聞か
れた。「アセスメントは S,O のデータを看護職者
がどのように判読するか，その読みを必要とし，
頭を使った論理的な思考・情報分析力がなければ
書くことが出来ない」（13）ことから，業務に追わ
れて時間がないことと同時に，介護職員にとって
自分たちの頭で考えて，情報を分析するという事
に慣れていないということがわかる。SOAP 記録
では，アセスメントと，プランを活用し，現在起
こった状況から，なぜそのような状況にあるの
57古市　孝義：特別養護老人ホームにおける介護の質の向上へ向けた介護記録の在り方
か？今後の利用者対応をどのように進めていく
か？等の介護職員の思考を記載することで，介護
の根拠として役立てることができるが，そこに記
載ができなければ，SOAP 記録である意味がない。
「臨床において明確な情報分析の過程を経ずに実
施が為されていることは，その実施された行為は
ルーチン化した行為，直感的な行為，誰かに指示
を仰いでいる行為のいずれかであると考えられ
る。」（岩本ら 1998）（14）この問題は，介護記録も
重要な業務の 1 つであるという認識を再度持って
もらう工夫が必要だと感じる。施設によって介護
記録の書き方や，記録を記載する職員の役割分担
なども行っている施設があったりと様々だが，そ
の施設に合わせた記録の記載の方法や内容を検討
していく必要があるのではないかと考える。そし
て，施設での記載方法として SOA までの記載とし，
現場に関わる介護職員それぞれのアセスメントが
集まることで，専門職としての知識の集結となり，
利用者にとってのより良いサービスの材料となる
のではないかと考える。P の記載は十分な情報が
集まった後，介護職員同士での P すなわち，介護
計画の検討に向けてのカンファレンスを開催する
ことが求められると考える。
　ここまで述べてきた介護職の記録に対しての困
難や，葛藤は，看護職が記録を行う際に生じる葛
藤と同様の問題を抱えている。看護職が記録を充
実させようとすると超過勤務とるなど時間がなく，
勤務内で記録を行おうとすると患者に対して十分
な処置や，患者のケアがおろそかになってしまう。
逆に，看護記録がしっかりと書かれていないとそ
こから患者の状態を把握することが難しくなって
しまう。という看護職の葛藤が生じていると，伊
藤らの看護記録の研究には述べられている。（15）
この葛藤はより現場で利用者と接する時間の多い
介護職にとっても深刻な問題となり得るのではな
いか。しかし，介護職の場合，シフト制の交代勤
務の中で，行う介護業務は入浴介助，排泄介助，
食事介助と利用者の基本情報の理解のみで異常が
なければ問題はなく，それ以外の特記事項は都度
確認していくことで補われるといった現状であ
る。看護職として都度処置をするタイミングで利
用者のその日の状態を把握しておかないといけな
い状況である。今後はこの記録に対しての意識を
把握する研究が求められる。
６．本研究の限界と今後の課題
　今回の調査ではケアマネジャー 4 名介護職員 9
名と回収率が少ない為，一般化は困難だが，施設
ケアマネジャーの考える介護記録と，介護職員の
考える介護記録の基本的な意識について求める事
ができた。
　施設ケアマネジャーにとっての介護記録とは施
設で生活する利用者の様子を家族に伝えるために
重要な資料として役に立ち，より良いサービスの
提供に向けた資料となり得る。その為に，介護職
員には利用者の日常の様子を丁寧に記録したもの
が求められることと，利用者のニーズのわかるよ
うな記録が必要である。また，介護職員にとって
記録とは，情報共有のために大切なものであり，
介護を行った証明として記録があるという事がわ
かった。しかし現状の介護業務の中では，介護記
録を記入する時間は取れず，業務外で行ったり，
充分だと思える記録が書けていない現状になって
いた。
　今回の調査を行い，介護職員は記録が介護行為
の証拠，情報共有の手段であるといった記録の十
分に目的は理解しているが記録に仕える時間がな
いとのことが明らかになった。今後介護現場では，
介護記録も介護職員の重要な業務として位置づ
け，介護記録に関しての理解を深めることで丁寧
な記録が行え，自分たちの介護に対しての振り返
りが行うことが出来，ケアの質の見直しにつなが
るのではないかと考える。
　今回の調査を通して明らかになった介護記録の
記載の上での問題点をさらに詳しく検討する事で
介護記録の質が向上するであろう。さらに，介護
記録の質やその記録の扱い方を理解している介護
職が増えれば，介護の質の向上も目指せるのでは
ないだろうか。
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